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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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2022年（令和４年）

第844号
５
月

下記日程は支部会館を休館します。

６月２日(木)終日

書記局会議

土・日・祝日も休館

杉並支部
LINE公式
登録してね

支部会館休館のお知らせ

▼
４
月
の
支
部
大
会
で
教
宣

部
長
に
な
り
ま
し
た
。
私
の

仕
事
は
設
計
と
施
工
監
理

が
主
で
す
。
お
客
さ
ん
や
職

人
さ
ん
と
も
触
れ
合
い
な
が

ら
仕
事
を
す
る
な
か
で
、
社

会
の
変
化
を
感
じ
て
い
ま

す
。
▼
３
D
プ
リ
ン
タ
ー
の

進
歩
は
著
し
く
、
既
に
セ
メ

ン
ト
系
３
D
プ
リ
ン
タ
ー
で

確
認
済
み
証
を
受
け
た
建
物

が
で
き
て
い
ま
す
。
ダ
ム
建

設
の
現
場
で
、
自
動
化
さ
れ

た
重
機
に
よ
る
作
業
実
績
も

で
て
き
て
い
ま
す
。
▼
し
か
し

ど
ん
な
に
自
動
化
が
進
も
う

と
も
現
場
で
働
く
人
た
ち
の

声
の
重
要
性
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
▼
職
人
の
後
継
者
不
足

が
叫
ば
れ
な
が
ら
も
、一
向
に

若
手
の
育
成
は
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。
本
来
、
建
設
業
は
モ

ノ
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
実
感

で
き
、
持
続
可
能
な
世
界
を

目
指
す
う
え
で
も
大
切
な
木

材
の
活
用
、
木
を
活
か
し
た

生
活
空
間
づ
く
り
の
基
礎
を

な
す
も
の
で
す
。
▼
建
設
業

の
魅
力
を
ど
う
高
め
、
ど
う

発
信
し
て
い
く

の
か
、
私
た
ち

東
京
土
建
が
技

術
者
の
集
団
と

し
て
、
地
域
に

貢
献
し
、
住
み

よ
い
杉
並
を
つ

く
っ
て
い
く
力

に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html
建設技術者の集団として
（青木隆之・教育宣伝部長）

イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
中
止
へ

杉
並
か
ら
も
声
を
あ
げ
よ
うコロナ補助の

計算式の問題3

支部大会特集２

軍備拡大は
庶民の敵３

１円黒字は全額減免。赤字だ
と対象外。なんでよ。

４月10日の支部大会の要点と
新役員などの紹介。

軍拡で喜ぶのは軍需産業だ
け。重武装論で庶民は不幸に。

死活
問題 インボイス
　年収400万円の手間請で
も14万超えの消費税を新た
に納めることに！
　手間請やフリーランスの
死活問題が簡単にわかるサ
イトです。「STOPインボイ
ス」で検索を。

年収300万円の請負（経費率35％）で試算

年収300万で
10万の増税！？
税負担は
６割以上増える！

従来…168,500円（所得税＋住民税）
インボイスで…
　　168,500円（所得税＋住民税）

　＋109,000円（消費税）

　　277,500円 ＝ 従来比1.64倍

なんと６割以上税負担が増えることに。

　今は年間売上1,000万円以下の人は消費税は国に納めなくて良い。しか
し、インボイス制度が導入されると課税業者になるか、値引きを強いられ
る。所得税よりも重い新たな税負担となります（左表を参照）。手間請職
人の他、シルバー人材センターの仕事、AmazonやUberEatsの配達人な
どにも大変な重税に。
　帳簿も細かくつける義務が生じて、事務負担も大変に。

　新たに160万事業者が登録し、2,480億円の税収増。
　１事業者あたり15万4,000円の負担増、と当局は予想。
　※廃業が続出し景気も悪化するのは必定。

個人請負を直撃のインボイス導入に反対し区にも陳情を
反対の理由①

反対の理由②

金銭的・事務的な負担が重い

景気を破壊する事実上の新たな増税

６
月
は
区
長
選

７
月
は
参
院
選

【鎗田登美雄執行委
員長】今大会で執行委員長に就任しまし
た。泉南分会所属、町場がメインの瓦屋
の２代目です。屋根材も多種多様になり
板金工事も手掛けています。
　私が加入した約40年前は、組合も町
場中心でした。今は新丁場、野丁場の仲
間、法人の従業員さんの比率が高まり、
要求も変化しています。新たな要求にも
応えられるよう力を尽くします。
　みなさん、東京土建は個人加入です。
少なくない組合費を納入しているのです
から、なんでも相談し、組合を利用して
ください。また、何か一つでも協力して
いただけるものを見つけてください。
　組合の最大の魅力は仲間です。

鎗
田
登
美
雄
さ
ん
が
新
執
行
委
員
長
に

組合の
最大の
魅力は仲間

４
月
10
日
の
支
部
大
会
・
17
日
の
活
動
者
会
議
で
決
意
新
た
に

仲
間
増
や
し
命
く
ら
し
守
ろ
う

　

今
月（
５
月
末
）ま
で
、春
の
拡
大
月
間
で
す
。４
月
10
日
の
支

部
大
会（
１
１
０
人
）と
17
日
の
活
動
者
会
議（
85
人
）で
決
意
も

新
た
に
、１
６
０
人
の
仲
間
の
加
入
を
め
ざ
し
て
活
動
中
で
す
。

　

第
二
次
安
倍
政
権
の
も
と
、

５
％
だ
っ
た
消
費
税
は
10
％

と
な
り
、
輸
入
品
の
値
上
が

り
も
あ
っ
て
生
活
必
需
品
の

価
格
は
上
昇
。
一
方
で
仲
間

の
賃
金
は
ほ
と
ん
ど
あ
が
っ

て
い
ま
せ
ん
。
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
は
10
年
連
続

で
あ
が
り
、
累
計
で
全
国
平

均
57
・
４
％
も
上
昇
し
て
い

る
の
に
、
そ
れ
が
現
場
の
賃

金
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の

で
す
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
一

つ
の
糸
口
と
し
て
、
公
契
約

条
例
を
活
か
す
こ
と
、
そ
し

て
企
業
交
渉
と
現
場
で
の
宣

伝
と
と
も
に
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
も
活
用
し
、

腕
を
誇
り
に
自
信
を
も
っ
て

ま
と
も
な
賃
金
を
求
め
る
運

る
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の

勝
利
と
か
つ
て
な
い
速
度
で

成
立
し
た
救
済
法
の
事
例
か

ら
東
京
土
建
の
運
動
の
方
向

性
に
確
信
を
持
ち
、
そ
の
運

動
を
支
え
る
役
員
の
任
務
を

語
り
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
止
め
る
方
法

選
挙
は
そ
の
ひ
と
つ

　

も
う
一
人
の
講
師
、
熊
切

健
二
さ
ん
は
短
時
間
で
イ
ン

ボ
イ
ス
の
問
題
を
解
説
。
多

く
の
「
一
人
親
方
」
や
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
に
と
っ
て
は
所
得
税

よ
り
も
高
い
税
を
新
た
に
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
事
態
で
あ
り
、
全
国
商
工

会
議
所
や
税
理
士
会
ま
で
も

が
来
年
10
月
か
ら
の
実
施
に

反
対
・
中
止
を
求
め
て
い
る

こ
と
、
自
治
体
か
ら
も
延
期

等
を
求
め
る
意
見
書
が
出

て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、

運
動
で
中
止
に
追
い
込
む
こ

と
を
提
起
。
そ
し
て
組
合
の

訴
え
て
い
る
消
費
税
の
５
％

へ
の
減
税
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス

導
入
の
根
拠
の
一
つ
で
あ
る

複
数
税
率
の
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
に
な
る
、
と
指
摘
。

　

選
挙
の
時
に
イ
ン
ボ
イ
ス

の
導
入
に
反
対
す
る
人
や
政

党
に
投
票
す
る
以
外
に
も
、

政
党
各
会
派
と
の
交
渉
や
地

域
か
ら
の
運
動
の
重
要
性
を

語
り
ま
し
た
。

　

組
合
の
交
渉
力
も
、
助
け

合
い
の
力
も
そ
の
根
源
は
仲

間
の
数
と
団
結
の
力
で
す
。

仲
間
を
増
や
し
つ
な
が
り
を

強
め
る
春
の
拡
大
月
間
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

物
価
は
あ
が
る
が
賃
金
は
あ
が
ら
ず

若
手
も
入
ら
ぬ
業
界
か
つ
て
な
い
危
機

歴
史
に
残
る
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
勝
利
は

運
動
の
方
向
性
の
正
し
さ
を
証
明

動
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
仲

間
が
団
結
し
て
賃
上
げ
を
求

め
る
こ
と
が
大
き
な
力
を
発

揮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

教
科
書
に
載
る
勝
利

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

　

役
員
学
習
会
で
講
師
の

清
水
謙
一
さ
ん
は
、
東
京
土

建
の
歴
史
か
ら
説
き
起
こ
し
、

組
合
が
結
成
直
後
か
ら
分

会
・
群
の
建
設
、一
人
ひ
と
り

が
主
人
公
の
組
合
を
め
ざ
し

て
き
た
こ
と
、
戦
後
史
に
残 清水謙一さん

熊切健二さん

支
部
定
期
大
会
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
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■執行委員長
鎗田登美雄・本部中央執行委員
（泉南）

■副執行委員長
石川雅昭（西荻）
栗林弘行（中央）
矢口德太郎（浜福）
浅田正昭（中央）
吉田康典（中央）

■書記長
縫村信秋（浜福）

■書記次長
腰塚智彦・藤澤拡海（書記）

■常任執行委員
倉田文男（井荻）
山田康雄（浜福）
齋藤孝志（阿佐谷）
伊藤和則（高和）
佐藤勉（富士見）
水尾安男（富士見）
青木隆之（阿佐谷）
塚原恒平（浜福）
角田幸司（高和）
岸川正（泉南）
双木淳志（書記）

■会計監査
大戸龍雄（阿佐谷）
小野俊英（富士見）
高橋千枝（西荻）
　※以上は立候補順　

■四役待遇
中村隆幸・本部執行委員長
（浜福）

■常任執行委員待遇
髙取一二三（書記）

■青年部長
児玉一史（中央）

■主婦の会会長
毛塚幸子（中央）

■シニア友の会会長
南雲晧一（井荻）

■青年部書記長
飯岡秀斗（高和）

■主婦の会事務局長
中村昌子（中央）

■支部執行委員
髙橋孝志・松田栄一・木内雅彦・
大島修一（井荻）、石川浩昭・山
下早苗・小又真幸・村松大輔（西
荻）、小山修一（富士見）、武藤
真次・西山政幸・藤井謙一郎・
阿部仁（阿佐谷）、氏福浩・中
井洋・堀公昭・高橋一郎（中央）、
大淵修・藤田正・伊藤祥司・前
田正人（浜福）、藤田順平・土屋
紀彦・木下昌浩・飯塚竜（高和）、
大越確・成田光正・河原井優樹
（泉南）
　※以上は分会番号順

【支部定期大会表彰者】倉田文男、齋藤知子（井荻）、福田照男（西
荻）、上永より子（富士見）、石黒郁子、松井大輔（阿佐谷）、黒川安
一、齊藤勝二、古橋めぐみ（中央）、村上由美、山本てつ子（浜福）、
舟窪春男、和﨑辰夫（高和）、小橋隆宏、小峰正士、佐久間まゆ子
（泉南）、矢口翔太郎、山路大樹（青年部）

【主婦の会感謝状】佐藤美智子（富士見）

【特別表彰】堀江和之、森文男（西荻）、笹岡祥夫（中央）、呉英男、中
村時雄（浜福）

【第75回本部大会表彰者】松原秀夫（井荻）、大戸龍雄、佐藤淳（阿佐
谷）、氏福あさ子（中央）　（敬称略）

《全建総連・業界団体・東京土建関係》◆全国建設労働組合
総連合・中央執行委員長・中西孝司◆全建総連東京都連合

会・執行委員長・菅原良和◆東京土建国民健康保険組合・理

事長・石村英明◆東京土建各支部（足立・荒川・葛飾・文京・

墨田・江東・江戸川・板橋・練馬・港・品川・世田谷・新宿・

三鷹武蔵野・府中国立・調布・清瀬久留米・小金井国分寺・

日野）◆杉並建設業協会・会長・渡辺健司◆杉並建設労働組

合・執行委員長・吉本正幸◆首都圏建設産業ユニオン杉並支

部・執行委員長・浅賀信夫

《行政・政党・議員関係》◆杉並区長・田中良◆衆議院議員・
吉田はるみ◆◆◆都議会議員◆◆◆都民ファーストの会・あ

かねがくぼかよ子◆日本共産党・原田あきら◆都議会自民

党・小宮あんり◆◆◆区議会◆◆◆立憲民主党・無所属クラ

ブ・幹事長・太田哲二◆いのち・平和クラブ・幹事長・新城せ

つこ◆日本共産党杉並区議団・くすやま美紀・山田耕平・金子

けんたろう・富田たく・酒井まさえ・野垣あきこ

《地域共闘団体・協力業者など》◆杉並区職員労働組合執行
委員長・西澤正光◆杉並民主商工会・会長・山田恭永◆東京

都教職員組合杉並支部・執行委員長代理・松永晃◆杉並母親

連絡会・会長・山田ヒサ江◆年金者組合杉並支部・委員長・近

藤隆広◆杉並生活と健康を守る会・会長・井上保◆税理士・

中島宏治◆杉並総合法律事務所◆劇団前進座◆中央労働金庫

中野支店◆あかつき印刷㈱◆㈱三恒

　第73回大会は４月10日、午後１時からの半日開催。役員の集まる支部
会館と、正代議員の集まる８つの分会センターをWEBでつなぎ、全体
110人の参加でおこないました。ロシアによるウクライナ侵攻とそれに
便乗して日本の軍拡・改憲策動が強まる中、コロナ萎縮を克服し建設
アクション、拡大運動、そして住宅デーや東京土建まつりなど打って出
る方針を決定しました。なお、大会には田中良区長、吉田はるみ衆議院
議員、都議、区議会各会派や杉並建設業協会をはじめ、多くの方から
メッセージが寄せられました。また、今回の大会では各専門部長からの
提案の時間を設けました。会議で唯一の質問「組合員は平等だからす
べての署名なども全員分配布すべきでは」には執行部から「精査して
配布しているが、要望に応じ検討する」との答弁。異議なく、議案・決
算・予算は承認され、役員を選出しました。

　コロナとウッドショック乗り越え、①家
具転倒防止器具、②増改築相談、③感震ブ
レーカー、④防水板設置など区との協力事
業を継続するとともに、リフォーム助成や
空き家の利活用求めていく。この間できな
かった６月の住宅デーや秋の東京土建まつ
り、建設キャリアアップシステムの活用や
来年10月にむけて石綿調査者の講習など
すすめ仕事を守る。

　最大の焦点は2023年10月から導入の
狙われるインボイス制度。零細事業者・フ
リーランス中心に甚大な被害生む。駅頭宣
伝はじめ、徹底した運動で７月の参院選の
争点にし、消費税率の引き下げと、インボ
イス中止をめざす。2022年も集団申告の
デモはできなかったが、工夫しながら運動
し、消費税率の引き下げはじめ、民主的な
税制を求めていく。

　昨年度は対策をしつつ10月に猿島ツ
アーやよみうりランドBBQや、３月に麻雀
大会などイベントを開催。震災以来継続し
ている被災地支援活動も11月に実施した。
今年度は、仲間の要望の多かった米作り体
験や７月のネイチャー体験など、後継者世
代（30歳から50歳）向けに東京土建ってそ
んなことしてるの？　面白そうだな、参加
してみようと思える活動に取り組む。

　公契約条例の活用が第一。働き方改革
での４週６休・８休などへもPAL中心に運
動していく。10年連続で引きあがった公共
工事設計労務単価を現場の賃金に活かす
ためにも現場訪問や対区交渉など行動する。
野丁場従事者のPAL組織の拡大。2021年
10月の引き下げ後も有利な建退共の活用
すすめる。アスベスト訴訟は歴史に残る勝
利を確信に完全勝利めざす。

　昨年度、全都で144件の自然災害での
共済給付があった。自然災害が続く中、火
災・地震共済を仲間に早く広く知らせる必
要がある。芝居をはじめ娯楽は生きるため
に必要。仲間の助け合いの共済をさらに広
めるとともに各種イベントも工夫して開催
をめざす。４月から資格取得等の祝い金の
改定、女性組合員の出産や火災共済の床下
浸水への給付など制度改善も。

　新型コロナによる影響もあり、建設業か
らの離職者が増加し組合員も減少する中
だったが組合費収入は群役員中心の奮闘
で予算比100.3％の執行。組合費納入では、
訪問での安否確認も継続。諸活動の自粛で
支出は減少し、４年連続で単年度収支はプ
ラスに。今後は運動を再度発展させていく。
そのための健全で安定した財政基盤の確
立へ引き続き取り組む。

　コロナ感染症手当金、保険料減免などの
臨時の制度を設けて被害の救済につとめた。
一方、健診・保健指導やハガキ要請は困難
が続き、一層の努力が必要。①公立公的病
院の統廃合等を許さず社会保障拡充、②
誰もができるハガキ要請などの運動で国保
育成強化、③健診の受診率や保健指導の
実施率向上など保健対策推進などに取り
組んでいく。

　2022年は3,205人で迎えた。コロナ禍
でも昨年度の春・秋の月間目標を達成。年
間目標も達成した。しかし建設業を離れる
人の増加などで、年間実増はならず。増や
し減らさない組織へ、仲間に寄り添い組織
の強化と拡大をめざす。群の強化と事業所
との結びつき強化をめざしゴルフコンペな
どは継続。2023年１月を3,237人以上で迎
えるのが目標。

　紙ベースでの宣伝だけでなくLINE公式
やFacebookなども月２回以上の定期的な
更新のほか、群会議の話題も読めるように
するなど情報発信につとめた。７月には半
日学習会をし紙面向上に努めた。平和行進
は昨年度も少人数で開催。今年７月の参院
選は、緊急事態条項や自衛隊の明記など日
本国憲法の過去最大の危機。あらゆるチャ
ンネル活かし阻止をめざす。

「一人で悩まず組合へ」合言葉に
 コロナ禍萎縮乗り越え新たな運動を

４月10日　第73回支部定期大会を開催　各専門部報告も実施

メッセージをお寄せいただいた皆様

各専門部提案の要約

仕事技術対策部

税金経営対策部

後継者対策部

賃金労働対策部

厚生文化部

財政部

社会保障対策部

組織部

教育宣伝部

2022年度支部役員

大
会
表
彰
者
一
覧

支部会場（上）と　　
分会会場（左）をつないだ
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５
月
当
初
人
員
３
、１
２
６
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

　

氏　

名

職　

種

所　

属

紹

介

者

窪
寺　

健
祐

建
築
・
大
工

井

荻

再
加
入

猪
股　

祐
嗣

塗
装

井

荻

木
田　

洋

花
岡　

真
人

建
築
・
大
工

井

荻

直
接
加
入

山
貝　

直
義

造
園

井

荻

林　

篤
史

成
田　

一
郎

土
木
・
舗
装

井

荻

赤
堀　

信
太
郎

河
原　

有
花

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

三
浦　

由
美
子

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

藤
田　

政
大

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

杉
浦　

俊
治

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

大
瀧　

亮
平

防
水

西

荻

大
瀧　

馨

尾
崎　

光
雅

土
木
・
舗
装

西

荻

鶴
郷　

英
司

佐
藤　

幸
美

ブ
ロ
ッ
ク

西

荻

久
慈　

継
人

小
野
寺　

真
二

ブ
ロ
ッ
ク

西

荻

久
慈　

継
人

清
水　

俊
佑

設
計
・
製
図

富
士
見

筒
井　

潤

木
田　

翔

ガ
ラ
ス

富
士
見

市　

大
介

阿
久
津　

信
博

建
築
・
大
工

富
士
見

転　

入

沖　

実
加
子

設
計
・
製
図

富
士
見

児
玉　

謙
治

去
石　

藍
唯

設
計
・
製
図

富
士
見

児
玉　

謙
治

澤　

直
哉

設
計
・
製
図

富
士
見

児
玉　

謙
治

松
田　

杏
南

設
計
・
製
図

富
士
見

児
玉　

謙
治

中
西　

良
介

設
計
・
製
図

富
士
見

児
玉　

謙
治

Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｌ　

Ｍ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｕ

床
・
内
装

阿
佐
谷

丹
羽　

裕
幸

近
藤　

憲
史

防
水

阿
佐
谷

島
田　

幹
二
朗

坪　

由
美

防
水

阿
佐
谷

島
田　

幹
二
朗

小
山　

浩
平

防
水

阿
佐
谷

相
澤　

秀
明

宮
平　

弥
佳

塗
装

中

央

佐
々
木　

和
久

鳴
海　

貴
大

床
・
内
装

中

央

笠
原　

宏
之

安
藤　

翔

床
・
内
装

中

央

桑
田　

秀
矢

須
藤　

敏
夫

塗
装

中

央

木
立　

浩
一

菅
谷　

和
志

塗
装

中

央

再
加
入

能
登　

琳
音

床
・
内
装

中

央

佐
藤　

高
由

寺
谷　

祐
加

床
・
内
装

高

和

深
見　

啓
子

竹
仲　

隆
子

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

高

和

田
中　

耕
作

榎
原　

道
生

床
・
内
装

高

和

熊
谷　

勝
美

杉
野　

新

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

泉

南

星
野　

栄
治

ガ
セ
ミ　

ラ
ー
ミ
ン
拓
海

冷
暖
房

泉

南

ガ
セ
ミ　

ア
キ
バ
ル

赤
川　

勇
多

電
気

泉

南

宮
澤　

周
二

■鉄筋工■
【社員】

㈱浜辺鉄筋工業
代表　浜辺　秋彦
杉並区清水3-8-9
℡　03-6913-6211

■現場管理■
【社員】
㈱佐藤工務店

代表　佐藤　雄一郎
杉並区高井戸西2-12-23
℡　03-3334-0082

■造園■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内幸雄

杉並区堀ノ内2-7-7プチシャンブル101
℡　03-6677-7168

■空調・ダクト・電気■
【社員】
㈱拓海設備

代表　ガセミ　アキバル
中野区弥生町2-36-15ＡＧビル

℡　03-6382-8605

■現場管理■
【社員】

㈱エッジＰＬＡＮ
代表　島田　幹二朗
杉並区井草2-7-18
℡　03-6454-7432

■はつり・解体工■
【社員】

デストラクション
代表　穴澤　司
杉並区堀ノ内3-48-55
℡　070-6650-5851

■地質工■
【社員】

下坂地質工業㈱
代表　下坂　慎吾

杉並区阿佐谷北6-23-5-202
℡　03-3330-0734

■建築設計・監理■
【社員】

㈲人イエまちネットワーク
代表　山田　清

杉並区梅里1-2-8土方ビル１F
℡　03-5377-7166

■電気工■
【社員・短期】
㈱ケラマ電設

代表　松野　慶男
杉並区下井草5-18-6浅賀ビル１階

℡　03-3301-8579

掲載は無料です

どうぞご利用ください

シニアさろん

昨
年
11
月
〜
今
年
３
月
の

売
上
を
い
ま
す
ぐ
チ
ェ
ッ
ク

事
業
復
活
支
援
金

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響

を
受
け
た
事
業
者
む
け
の

「
事
業
復
活
支
援
金
」
の

締
め
切
り
が
間
近
。
事
前

確
認
の
関
係
上
、
５
月
20

日
ま
で
に
支
部
に
相
談
を
。

　

昨
年
11
月
か
ら
今
年

３
月
の
売
上
を
２
０
２
０

年
ま
た
は
２
０
１
９
年
の

同
月
と
比
較
し
５
割
以
上

の
減
収
月
が
あ
る
場
合
、

個
人
事
業
は
最
大
50
万

円
、
法
人
は
年
間
売
上
高

１
億
円
以
下
だ
と
最
大

１
０
０
万
円
が
受
け
取
れ

る
制
度
で
す
。
３
割
以
上

５
割
未
満
の
減
収
の
場
合

は
、
個
人
30
万
円
で
す
。

　

一
時
支
援
金
や
月
次
支

援
金
を
受
け
た
方
に
は

申
請
I
D
が
で
て
い
ま
す
。

新
規
申
請
で
は
①
事
務
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
仮
登

録
し
て
、
電
子
メ
ー
ル
で

申
請
I
D
を
受
け
取
っ
て

か
ら
②
登
録
確
認
機
関
で

事
前
確
認
を
受
け
て
、
③

各
種
証
拠
書
類
を
デ
ー
タ

化
（
ス
マ
ホ
の
写
真
で
も

O
K
）
し
て
申
請
し
ま
す
。

　６月末で終了の予定だった融資の初
回申請期限が再び延長されています。
返済時に住民税非課税などの状況なら
返済不要などの好条件。郵送での申請
も可能です。支部・喜多までご相談く
ださい。

　仕事確保にもつながる地域に根差した
大事な活動です。２年間、コロナで自粛
していましたが、今年は再開します。
　６月５日、12日を中心に分会ごとに計
画中。仲間と声を掛けあい、ぜひご参加
ください。

　ウクライナ戦争に乗じて軍拡を叫ぶ人
たちがいます。不安もわかりますが、重
武装路線はその解決になりません。狭い
国土に原発が並び、食料の自給もできな
い。なお防衛費をGDP比２％とは10兆円
規模。消費税収１％は約２兆円。軍拡は
軍需産業が喜ぶだけで庶民には地獄。

緊急小口資金　２０万円　　
総合支援資金　２０万円×３か月

８月末まで再延長
社会福祉協議会の
無利子無利息の融資

５
月
20
日
ま
で
に
支
部
に
相
談
を

締切間近！

支援金事務局HP

　

コ
ロ
ナ
で
の
大
幅
な
減
収
に
対

し
、
市
町
村
国
保
に
も
保
険
料
の

減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
減
免
制
度
の
原
資
は
、
国
が

補
助
す
る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

国
か
ら
市
町
村
国
保
へ
の
補
助
を

計
算
す
る
仕
組
み
に
は
大
き
な
落

と
し
穴
が
あ
り
、
前
年
所
得
が
１

円
以
上
な
い
と
、
補
助
が
ゼ
ロ
円
に

な
っ
て
し
ま
い
、
事
実
上
、
減
免
が

全
く
で
き
な
い
も
の
で
す
（
左
下
の

表
参
照
）
。一
年
の
決
算
の
末
、
赤

字
だ
っ
た
本
当
に
困
っ
て
い
る
人
が

救
済
か
ら
も
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

な
お
「
世
帯
の
所
得
が
ゼ
ロ
」
の

場
合
に
は
、
も
と
も
と
の
市
町
村
国

保
の
保
険
料
減
免
制
度
の
対
象
に

も
な
り
ま
す
が
、
家
族
で
所
得
が

あ
る
（
パ
ー
ト
で
１
０
３
万
円
超
え

な
ど
）
場
合
、
減
免
は
不
可
。

　

コ
ロ
ナ
特
例
の
制
度
は
「
世
帯
の

主
な
稼
ぎ
手
の
減
収
」
が
対
象
な

の
で
、
制
度
の
狭
間
で
苦
し
む
人
が

相
当
数
い
ま
す
。

　

こ
の
冷
た
い
計
算
式
、
ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
の
手
直
し
で
い
い
の
に
。

第45回住宅デーは
６月５日・12日中心に

軍拡は庶民の地獄
力合わせ乗り越えよう

広
げ
よ
う　

仲
間
の
つ
な
が
り

　A…減免前の保険料
　B…主な生計維持者の所得
　C…世帯全体の所得
Bがゼロやマイナスの場合は０として扱うこ
とにしている。これを１として扱うだけで、救
われるのに。

国から市町村への
補助額の計算式 A×B÷C

活　用　し　よ　う　　東　京　土　建

5/25
事業所交流会＆球遊会
みんなのゴルフコンペ輪投げと映画鑑賞

［日　時］　６月９日（木）
［集　合］　７時40分までに現地集合
［場　所］　さいたまゴルフクラブ

（埼玉県入間郡毛呂山町葛貫1200）
［プレー費］　10,490円（昼食付）
［対　象］　事業所の代表者（代理可）、

球遊会会員（家族含）
※懇親・名刺交換も会費2,000円で予定

　65歳以上の仲間向けのシニアさろんを
久しぶりに。今回は輪投げと映画鑑賞です。
マスク・アルコール消毒・検温を徹底した
うえで開催します。
[日　時] 　5月25日（水）
　　 　　12時30分～ 輪投げ
　　       13時30分～ 映画鑑賞
[会　場]　 杉並支部3階

どけん共済会の自転車保険の期間は６月30日から
一年。口座引落し手続きがまだの方は、６月10日ま
でに現金を持って支部まで。新加入も随時受付中。
●個人型…掛金2,500円で最大１億円の賠償と自分
に100万円補償。
●家族型…掛金4,500円で最大２億円の賠償と自分
と配偶者300万、家族200万円の補償など

自転車保険

6/10が
現金更新の期限 6/9

　

４
月
10
日
の
支
部
大
会

で
支
部
副
執
行
委
員
長
を

退
任
し
た
松
原
秀
夫
さ
ん

は
、
２
０
１
４
年
度
か
ら

２
０
１
９
年
度
ま
で
本
部

中
央
執
行
委
員
を
つ
と
め
、

３
月
の
本
部
大
会
で
「
名

誉
中
央
執
行
委
員
」
と
な

り
ま
し
た
。

　

松
原
さ
ん
は
「
15
歳
で

入
っ
て
50
年
以
上
経
ち
ま

し
た
。
支
部
役
員
は
退
任

し
ま
し
た
が
一
人
の
組
合

員
と
し
て
、仲
間
の
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
微
力
を
尽
く

し
て
い
き
ま
す
。
」と
今
後

の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

松
原
秀
夫
さ
ん
名
誉
中
執
に

中
村
本
部
委
員
長（
右
）か
ら

賞
状
を
受
け
取
っ
た
松
原
さ
ん（
左
）

市町村国保のコロナ保険料減免への

冷たい国の補助制度見直しを
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京
し
、
そ
の
手
元
と
し
て
塗
装
業
に
足

を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

　

菅
見
屋
さ
ん
は
町
場
か
ら
ゼ
ネ
コ
ン

ま
で
幅
広
く
手
掛
け
て
い
ま
し
た
。
職

人
の
世
界
は
「
技
は
盗
め
」
が
常
識
。
菅

見
屋
さ
ん
か
ら
は
指
導
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
先
輩
職
人
で
あ
る
兄

が
、
吹
付
か
ら
塗
装
、
調
合
ま
で
さ
ま

ざ
ま
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
自
分
自
身
も
塗
料

工
場
で
の
製
造
工
程
を

学
ぶ
な
ど
研
鑽
に
つ
と

め
た
結
果
、
現
場
で
出

会
う
人
た
ち
か
ら
「
た

い
ら
塗
装
で
独
立
し
た

ら
？
」
と
誘
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
３
年
で
独

立
。
幸
い
お
客
さ
ん
が

口
コ
ミ
で
広
め
て
く
れ

て
、
左
官
屋
さ
ん
や
工

務
店
と
の
つ
な
が
り
も

増
え
、
最
盛
期
に
は
８

人
の
職
人
を
抱
え
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　

仕
事
は
素
早
く
、
細
か
い
と
こ
ろ
も

手
を
抜
か
ず
、
き
ち
っ
と
納
め
る
の
を

心
掛
け
て
い
る
の
が
良
か
っ
た
の
か
、
今

で
も
か
つ
て
の
お
客
さ
ん
か
ら
依
頼
が

あ
り
ま
す
。

　

菅
見
屋
で
事
務
員
を
し
て
い
た
ト
ヨ

子
さ
ん
と
結
婚
し
て
か
ら
も
、
つ
い
つ
い

稼
ぎ
を
ボ
ー
ト
に
つ
ぎ
込
ん
だ
り
し
て
、

苦
労
を
か
け
ま
し
た
。
２
人
の
子
を
育

て
あ
げ
、
３
人
の
孫
に
恵
ま
れ
、
今
が
あ

る
の
も
彼
女
の
お
か
げ
。
こ
れ
か
ら
も

妻
の
た
め
に
も
腕
を
活
か
し
た
仕
事
を

続
け
た
い
で
す
。

 

【
取
材
・
喜
多
正
之
】

　

私
は
宮
崎
県
の
出
身
で
す
。
生
ま
れ

育
っ
た
西
諸
県
郡
須
木
村
（
今
は
小
林

市
）
で
小
学
１
年
生
ま
で
過
ご
し
、
ダ

ム
に
よ
る
移
転
で
宮
崎
市
内
に
引
っ
越

し
ま
し
た
。
父
・
清き

よ
ひ
で英

の
末
っ
子
、
９
人

目
の
子
と
し
て
昭
和
21
年
８
月
に
生
ま

れ
、「
秀ひ

で
と
し敏

」
の
名
は
「
台
風
被
害
の
ひ

ど
い
年
に
生
ま
れ
た
か
ら
ひ
で
え
と
し

に
し
た
」
と
父
か
ら
聞
い

て
い
ま
す
が
、
照
れ
隠
し

か
ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

須
木
村
に
住
ん
で
い

た
こ
ろ
は
小
学
校
は
家

か
ら
遠
く
、
通
学
が
徒

歩
１
時
間
半
く
ら
い
か

か
る
と
こ
ろ
。
宮
崎
市

内
に
転
居
し
て
か
ら
は
、

学
校
が
見
え
る
く
ら
い

の
距
離
で
と
て
も
楽
に

な
り
ま
し
た
。

　

運
動
が
得
意
で
、
中

学
の
時
は
野
球
に
打
ち

込
み
、
強
肩
の
外
野
手

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

中
学
卒
業
後
は
、
海
上
自
衛
隊
に
入
っ

て
船
乗
り
に
な
る
夢
に
向
け
、
通
信
技

術
を
学
ぶ
た
め
、
同
窓
の
友
人
数
人
と

と
も
に
高
校
は
電
波
高
校
に
。
し
か
し

国
家
試
験
が
難
し
く
、
友
人
た
ち
と
と

も
に
断
念
。
18
歳
の
時
で
し
た
。

　

兄
が
中
野
に
住
ん
で
高
田
馬
場
の
菅

見
屋
吹
付
工
業
で
働
い
て
い
た
縁
で
上

ひどい台風の年に生まれ

機 敏 に 秀 でた 仕 事 を

平
たい ら

良 秀
ひでとし

敏さん　高和・塗装

４
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

77
件

　

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員

が
病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く

な
っ
た
時
の
生
活
を
助
け
合

い
、
結
婚
や
出
産
、
仲
間
や

家
族
が
亡
く
な
っ
た
時
な
ど

に
給
付
さ
れ
る
み
ん
な
の
助

け
合
い
制
度
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
仲
間
が
給
付
を

受
け
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

新
井　

弘
志
（
浜　

福
）

工
藤　

真
世
（
浜　

福
）

ほ
か
２
件

【
出
産
】

鈴
木　

愛
倖
（
井　

荻
）

前
川　

修
寛
（
阿
佐
谷
）

荒
木　

政
秀
（
浜　

福
）

毛
利　

悟
史
（
高　

和
）

土
屋　

直
人
（
高　

和
）

ゴ
ン
ザ
レ
ス 

ロ
ー
レ
ン
ゾ 

セ
ラ
ノ（
泉　

南
）

ハ
ガ 

ケ
ネ
ッ
ト 

ブ
エ
ナ
フ
ロ
ル（
泉　

南
）

　

ほ
か
１
件

【
成　

人
】 

3
件

【
新
入
学
】 

15
件

【
資
格
取
得
】 

11
件

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

青
柳　

興
一
（
西　

荻
）

小
池　
　

竜
（
西　

荻
）

重
盛　

慶
介
（
浜　

福
）

船
木　

良
祐
（
高　

和
）

山
岡　

文
博
（
泉　

南
）

山
内　

盛
男
（
泉　

南
）

長
岡　

善
規
（
直　

属
）

藤
田　

昌
士
（
直　

属
）

　

ほ
か
21
件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
本
人
死
亡
】

髙
井　
　

満
（
富
士
見
）

工
藤　

昭
巳
（
中　

央
）

渋
谷　
　

忠
（
泉　

南
）

【
家
族
死
亡
】 

４
件

　組合員の子どもの小中学校入学にお祝い
の図書カード（5,000円相当）をプレゼント
する「新入学祝金」は、コロナ給付との関係
で給付は７月以降の見込みですが申請は受
付中です。【申請のしかた】は以下の通り。
①慶弔金支給申請書（支部・分会にあります）
②親子関係と年齢の確認できる書類
  （続柄記載の住民票や戸籍謄本などのコピー）
①②をそろえ、群・分会または支部に提出。

小学校…2015年（平成27年）４月２日～
2016年（平成28年）４月１日生まれ

中学校…2009年（平成21年）４月２日～
2010年（平成22年）４月１日生まれ

※ 不明な点は支部・中島まで

対象は何年生まれの子？

新入学のお祝い

第
93
回
中
央
メ
ー
デ
ー　

杉
並
支
部
は
30
人
が
参
加

　

５
月
１
日
、代
々
木
公
園
に
て
全
体
２
、９
０
０
人

の
参
加
（
杉
並
支
部
30
人
）で
、
第
93
回
中
央
メ
ー

デ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。３
年
ぶ
り
に
会
場
に
集
合

し
て
の
開
催
で
、デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、青
年
部
か
ら
も
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
の
さ
ま
ざ
ま
の
訴
え
の
中
、
従
来
は
な
か
っ

た
被
爆
者
か
ら
の
訴
え
で
、
原
水
爆
被
害
者
団
体

協
議
会
の
代
表
委
員
・
田
中
煕
巳
さ
ん
は
、「
広
島
、

長
崎
の
あ
と
77
年
、
戦
場
で
核
兵
器
は
使
わ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
そ
れ
が
使
わ
れ
る
よ
う
で
は
人
類
史
上

も
大
変
重
大
な
問
題
。
絶
対
に
核
兵
器
を
使
わ
な
い

状
況
に
速
や
か
に
も
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　

集
会
の
後
は
雨
の
中
、
表
参
道
を
抜
け
て
青
山
通

り
ま
で
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

新
自
由
主
義
か
ら
の
脱
却  

核
兵
器
の
廃
絶
を

３年ぶり 代々木公園に2,900人がつどった

雨の中の行進

被
爆
者
団
体
・
田
中
煕
巳
さ
ん

12
人
の
青
年
部
員
が
参
加

短時間版
（共同通信）

全体の配信

当日の模様は
動画で
見られます

申請はお忘れなく

平良秀敏さん


